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入
場
券
は
７
月
７
日
㈪
よ
り
発
売
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）

●
前
売
券
２
8
０
枚

●
当
日
券
2
7
0
枚

公
演
当
日
午
後
１
時
よ
り
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
で
発
売
い
た
し
ま
す
。

前
売
券
販
売
終
了
後
は
こ
し
が
や
能
楽
堂
へ
の
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
公
演
時
に
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
発
売
い
た
し
ま
せ
ん
。
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市
日
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の
館
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館
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令
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後
４
時
５０
分
開
場
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午
後
５
時
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分
能
楽
講
座

午
後
５
時
５０
分
火
入
れ
の
儀
／
午
後
６
時
開
演
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入
れ
の
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午
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■
日
時
（
荒
天
中
止
）

令
和
７
年
９
月
１３
日
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４
時
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開
場
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入
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後
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時
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●
取
扱
い
窓
口

　越
谷
市
教
育
委
員
会

　生
涯
学
習
課（
市
役
所
第
三
庁
舎
3
階
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越
谷
市
越
ヶ
谷
四
ー
ニ
ー
一
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　越
谷
市
日
本
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化
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承
の
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や
能
楽
堂
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　越
谷
コ
ミ
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ニ
テ
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セ
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サ
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シ
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ホ
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越
谷
市
南
越
谷
一
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ニ
八
七
六
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０
４
８（
９
8
5
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1
1
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　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

　
　
　

  

詳
細
は
裏
面
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
共

　催
／
越
谷
市
・
越
谷
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
越
谷
市
施
設
管
理
公
社

　
　
　
　
　埼
玉
県
・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
・
埼
玉
県
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会

●
後

　援
／
越
谷
市
文
化
連
盟
・
東
武
鉄
道
株
式
会
社（
順
不
同
）

●
問
合
せ
／
越
谷
市
教
育
委
員
会

　生
涯
学
習
課
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※
未
就
学
児
の
入
場
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
の
発
行
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
要
約
筆
記
を
ご
希
望
の
方
は
８
月
12
日（
火
）ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

※
交
通
案
内
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
終
演
予
定
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狂
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薪
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子
方
・
房
前
大
臣
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司

関
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前
シ
テ
・
海
人

後
シ
テ
・
龍
女
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「こしがや能楽堂」案内図

※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

※会場内は所定の場所以外での飲食はできません。

※その他の情報は二次元コードから越谷市ホームページを

　ご覧ください。

《南越谷駅北口発》
花田・越谷市立図書館行き

土曜日・日曜日・祝日

　花00

00

花00

　15

15

15

　花15

30

30

30

30

58

　45

45

花45

45

花は花田行き 無印は越谷市立図書館行き

南越谷駅北口～花田苑入口（料金270円・所要時間15分）下車徒歩3分

花田循環・花田小学校前・越谷市立図書館行き
《越谷駅東口発》

土曜日・日曜日・祝日

　20

20

図20

25

花50

50

50

45

図は花田経由、越谷市立図書館行き　花は花田経由、花田小学校前止まり

越谷駅東口～花田苑入口（料金210円・所要時間10分）下車徒歩5分

《越谷駅東口発》－市立病院経由－

レイクタウン駅北口
行き

いきいき館
行き

時刻

14

15

16

17

時刻

14

15

16

17

時刻

14

15

16

17

土曜日・日曜日・祝日

23

05　　26

12　　52

45

越谷駅東口～市立病院前（料金210円・所要時間10分）下車徒歩10分

増は増林地区センター行き

総合公園・
増林地区センター

行き

朝日バス時刻表

至春日部

至北千住 至外環・298号

花田小

城ノ上小

花田苑

花田苑入口（降車口専用）

新
越
谷
駅

花田小学校前

花田苑入口

市立
病院

駐車場

市役所

市立病院市立病院前

不動橋

元荒川

北
越
谷
駅

獨協医大
 病 院

至吉川

ＪＲ武蔵野線

しらこばと橋

産
業
道
路

１番のりば

１番のりば
「花田・越谷市立図書館行き」
  花田苑入口下車

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

越
谷
駅

県
道
足
立
越
谷
線

４番のりば
「花田循環・
　花田小学校前・
　越谷市立図書館行き」
　花田苑入口下車

こしがや
能楽堂
こしがや
能楽堂

「いきいき館、
　総合公園・増林地区センター、
　レイクタウン駅北口行き」
　市立病院前下車
　徒歩10 分

新越谷駅
入口

（下車徒歩10分）

（下車徒歩３分）

（下車徒歩５分）

Ｎ

45

38

39

32

  増55

　16  増51

　02  　26

増06 19 増58

番
組
あ
ら
す
じ

● 
能
「
海あ

士ま

」

房ふ
さ
ざ
き前
大
臣
（
子
方
）
は
、
物
心
つ
く
前
に
死
別
し
た
母
の
足
跡
を
訪
ね
る
た
め
、

従
者
（
ワ
キ
）
を
引
き
連
れ
、
母
の
最
期
の
地
と
い
わ
れ
る
讃
岐
国
志
度
の
浦
へ
と

旅
に
出
た
。
そ
こ
で
偶
然
出
会
っ
た
海
女
（
前
シ
テ
）
か
ら
昔
語
り
を
聞
く
。

…
…
か
つ
て
藤ふ

じ

わ

ら

の

ふ

ひ

と

原
不
比
等
の
妹
が
唐
帝
の
后
と
な
っ
た
折
、
唐
か
ら
贈
ら
れ
た
秘

宝
「
面め

ん
こ
う
ふ
は
い

向
不
背
の
珠
」
が
こ
の
浦
で
龍
宮
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
不
比
等
は
珠
を

取
り
戻
す
べ
く
こ
の
浦
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
時
に
一
人
の
海
女
と
出
会
い
、
結
ば
れ
、

そ
し
て
子
を
授
か
っ
た
。
そ
の
子
は
今
、
房
前
大
臣
と
呼
ば
れ
て
い
る
…
…

房
前
は
驚
き
、
自
分
こ
そ
が
房
前
だ
と
名
の
り
、
母
の
生
き
た
証
を
知
り
涙
を
流

す
。
す
る
と
海
女
も
誘
わ
れ
る
よ
う
に
涙
を
流
し
た
。
実
は
こ
の
海
女
こ
そ
、
不
比

等
と
結
ば
れ
た
海
女
、
つ
ま
り
房
前
の
母
の
亡
霊
で
あ
っ
た
。
海
女
は
生
前
、「
面

向
不
背
の
珠
を
龍
宮
か
ら
取
り
返
し
た
ら
ば
、
我
が
子
を
藤
原
家
の
後
継
者
に
す
る
」

と
不
比
等
と
約
束
し
、
見
事
珠
を
取
り
返
し
た
の
だ
が
、
代
わ
り
に
自
ら
の
命
を
落

と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
成
仏
で
き
ず
こ
の
浦
の
地
縛
霊
と
な
っ
て
彷
徨
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
知
ら
な
い
房
前
一
行
は
、
当
時
を
よ
く
知
る
海
女

に
、
珠
を
取
り
返
す
様
子
を
真
似
て
見
せ
て
欲
し
い
と
所
望
す
る
。
言
わ
れ
る
ま
ま

に
珠
取
り
の
様
子
を
見
せ
た
海
女
は
、
つ
い
に
自
分
こ
そ
が
房
前
の
母
の
霊
で
あ
る

と
明
か
し
、自
ら
の
思
い
を
し
た
た
め
た
手
紙
を
渡
し
海
へ
と
消
え
て
行
く
。（
中
入
）

手
紙
を
読
ん
だ
房
前
は
母
が
冥
界
で
助
け
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
母
の
追

善
供
養
を
行
う
。
す
る
と
、
海
か
ら
母
の
霊
が
龍
女
（
後
シ
テ
）
の
姿
で
現
れ
、
舞

を
舞
っ
て
成
仏
の
喜
び
を
表
す
の
で
あ
っ
た
。

● 

狂
言
「
梟

ふ
く
ろ
う
や
ま
ぶ
し

山
伏
」

山
か
ら
帰
っ
て
か
ら
様
子
の
お
か
し
い
弟
（
小
ア
ド
）
を
案
じ
、
兄
（
ア
ド
）
が

山
伏
（
シ
テ
）
に
祈
祷
を
頼
み
に
行
く
。
山
伏
が
祈
祷
を
す
る
と
、弟
は
「
ホ
ー
ホ
ー
」

と
奇
妙
な
声
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
梟
に
と
り
つ
か
れ
た
に
違
い
な
い
と
懸
命
に
祈
る

が
、
症
状
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
。
さ
ら
に
は
兄
ま
で
奇
声
を
あ
げ
始
め

て
…
…
。


